























































































　それでも表記のゆれは解消されないことから，1954（昭和 29）年の第 20 回国語審議会総会報告
書による「外来語の表記」が，戦後の外来語表記の公的規範として提示された．これをもとに 1959













　公用文作成のよりどころとなっているのは，1951（昭和 26）年 10 月に国語審議会が建議した「公






南アジアの Malaysia は，公務員向け『公官庁のカタカナ語辞典　第 2 版』（1998）も，学校教科書で
も「マレーシア」と，外来語の表記に準拠した表記であるが，外務省のホームページ「外交政策」に
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おける 1996 年の同国紹介では「マレイシア」や首都名 Kuala Lumpur を「クアラ・ルンプール」を
用いている．公開している報告書等では中央省庁改革された 2001 年以降になって「マレーシア」「ク
アラルンプール」に変更し，すべての官公庁で地名表記が統一されたように見えた．ところが，内閣
府政策統括官『世界経済の潮流』（経済財政運営報告書，年 2 回発行）は，2003 年春号まで「マレイ
シア」であった．「マレーシア」表記になったのは同年秋号からで，外務省の「海外在留邦人統計」
も 2003 年度版から，というように，在外公館の名称変更 3）の法改正後である．
　国名をどう呼ぶかについては，2005 年の『NHK ことばのハンドブック』，2011 年の『NHK 放送
ガイドライン 2011』では「マレーシア」で統一されている．しかし，三省堂から 1981 年に発行さ
れた『明解日本語アクセント第 2 版』では「マレーシア」または「マレーシヤ」の二つが併記され，
2014 年同社発行の『新明解日本語アクセント辞典　第 2 版 CD 付き』でも「マレーシア」「マレーシヤ」
が列記されている．グルジアが同国政府の名称変更の度重なる要請にやっと「ジョージア」となった

















































































































　1954（昭和 29）年 12 月に，内閣告示・訓令された「ローマ字のつづり方」では，第 1 表と第 2
表が示され，「まえがき」には「一般に国語を書き表す場合は第 1 表に掲げたつづり方によるものと
する」とし，「国際的関係その他従来の慣例をにわかに改めがたい事情のある場合に限り，第 2 表
に掲げたつづり方によってもさしつかえない」としている．第 2 表には，ヘボン式の sha, shi, shu, 
sho,tsu, cha, chi, chu, cho, fu, ja, ji, ju, jo, di, du, dya, dyu, dyo, kwa, gwa, wo がある．これら第 1 表・
2 表のつづり方もおおむね「そえがき」を適用するよう記されている．そえがきには，①撥音ンは
tenki, sinbun のように全て n と書く．②撥音を表す n と次にくる母音字または y とを切り離す必要が
ある場合には，gen’in  kin’yôbi のように，n の次に「’」を入れる．③促音は gakkô，kitte のように小
文字を重ねて表す．④長音は母音の上に「̂」をつけて表す．大文字の場合は Oosaka のように母音字
を並べてもよい．⑤特殊音の表し方は自由とする．したがって firumu でも huirumu でも可．⑥文の
書きはじめ，および固有名詞は語頭を大文字で書く．なお，固有名詞以外の名詞の語頭を大文字で書
いてもよい（Koko wa Nippon Ginkô desu. ）．
　これに基づき，小学校の国語科では，第 1 表の訓令式が優先され，「そえがき」に示された長音，促音，
撥音の表記方法で指導される．やがて，文科省は 2008（平成 20）年の 3 月の学校教育法施行規則の
改正により 2011（平成 23）年度からの移行期における「小学校学習指導要領」では，ローマ字教育
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　そのため，2014（平成 26）年 3 月の「道路の案内標識の英語による表示に関する告示」において，







ん）」を表す英語を Mount，略称表記を Mt. で先頭に配置させ，富士山なら Mt. Fuji のように記す．
川であれば，River または R. か Riv. として末尾付けにし，利根川なら Tone River というふうに，
山や川部分を英語に置き換える．追加方式は，1 音拍の固有名詞には，恵山 Mt. Esan，日川 Hikawa 
River とし，2 音拍で漢字 1 文字の場合は，立山 Mt. Tateyama ，荒川 Arakawa River で，地名全体




　キェ→ kye，シェ→ she，チェ→ che，ニェ→ nye，ヒェ→ hye，ミェ→ mye，リェ→ rye，
　イェ→ ye，ギェ→ gye，ジェ→ je，ビェ→ bye，ピェ→ pye，ティ→ ti，トゥ→ tu，ディ→ di，
　ドゥ→ du，デュ→ dyu，ツァ→ tsa，ツィ→ tsi，ツェ→ tse，ツォ→ tso，




































エクソニム（exonym）は，日本なら，自国を Nippon と称しても，英語では Japan，フランス語では
Japon，イタリア語では Giappone となる．一方，日本ではポルトガル語由来で「ドイツ」と呼ぶが，
ドイツ語では Deutschland，フランス語では Allemagne，英語では Germany である．こうしたエクソ
ニムを見直し，すべて現地読みに統一してしまうと，各国の国民の間で大混乱になると予想されてい
る．1967 年からほぼ 5 年に 1 回開かれる国連地名標準化会議では，国名や地名の統一が議論されて
いる 8）．外国の地名を統一して世界共通にしようという動きもあったが，各国での外国の地名の慣例
呼称をなくすのは難しいとされている．であればなおのこと，日本語表記は統一しておく必要がある．

























2003 年 4 月にはその法改正施行により，外務省の「在外公館の名称」が「マレーシア」に表記
統一される．こうした国名の表記の改正には「ヴィエトナム」「カタル」等も「ベトナム Viet 
Nam」「カタール Qatar」等に改訂されている．




  日本語版のサービス開始は 2000 年 9 月から．2005 年現在で 80 億以上のウェブページと 10
億以上の画像を検索対象とし，インターフェイス言語は100以上．検索結果表示言語は35だった．











う」と，コンピュータの文字入力に，「を→ wo」「ん→ nn」「ぢ→ di」「づ→ du」「ぢゃ→ dya」「ぢゅ
→ dyu」「ぢょ→ dyo」とする方法を記している．
  これは，教育出版（2014 年検定済）の 3 年生用『ひろがる言葉　小学国語　3 上』（2015）で
も，同様で，紙幣の NIPPON GINKO や道路標識等の「身の回り」のローマ字から導入し，書
く練習もするが，特徴的なのは zyûdô と jûdô，Huzisan と Fujisan，mikazuki と mikaduki のよう




 6） 訓令式は 1937 年 9 月の内閣訓令で示されたが，1954 年の訓令では，ヘボン式，日本式も国
際関係で用いてもよいとしている．訓令式の特徴は，タ行を ta タ，ti チ，tu ツ，te テ，to ト，
tya チャ，tyu チュ，tyo チョ，ダ行を da ダ，zi ジ，zu ズ，de デ，do ド，zya ジャ，zyu ジュ，
zyo ジョと書き表す．
  日本式綴り方は 1885 年の田中館愛橘の「羅馬字用法意見」に始まり，シ si，シャ sya，チ ti，
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tya チャ，tu ツと綴ることがヘボン式綴り方と異なる．しかし，di ヂ，du ヅ，dya ヂャ，dyu ヂュ，
dyo ヂョ，kwa クヮ，gwa グヮを認めて，助詞はヲ wo を認める点で訓令式とも異なっている．
  ヘボン式はヘボンが使いはじめたものを修正したもので，標準式，修正ヘボン式とも呼ばれる．
英語式に sha シャ，shi シ，cha チャ，chi チ，ja ジャ，ji ジ，tsu ツ，fu フとし，促音は ch の前
で t を挿入する．撥音は p，b，m 前で m と書く．
 7） 英語の追加方式か置換方式かは，①固有名詞的部分の読みが 1 音拍の場合は追加方式②固有
名詞的部分の読みが 2 音拍で漢字 1 文字の場合は原則追加方式．ただし，固有名詞的部分が近
隣で他の自然地名，地域，行政名，居住地名および公共施設名に使用されている場合は置換方式
にできる．③固有名詞的部分の読みが 2 音拍で漢字 1 文字でない場合で，地形を表す英語が先









いまま，欧米の地図では自主的に「SEA OF JAPAN」にカッコ書きで「EAST SEA」が併記
されるようになった．
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The Current Situation and Challenges of Foreign Place Name Notation:
Inconsistency of Orthographical Variants in Textbooks and Supplementary Materials
OKAMOTO Sachiko
Abstract: This paper is a report on the Japanese spelling inconsistency of “orthographical variants” found 
in many of the current written notations of foreign place names.  The author thinks it is high time for a 
standardized format.  Therefore, with a sense of urgency, this paper calls for the need to establish a new criteria 
for geographical place names and nomenclatures by setting up a national committee to conduct appropriate 
reviews. The written format of foreign names and geographical place names has not been reviewed since 
the announcement of official directives in 1991.  In the meantime, there has been a sea-change of social 
transformation, such as globalization and rapid penetration of English education that require more details for 
geographical information. In principle, Japanese phonetic transcription in Katakana tries to emulate how such 
names are to be read in native pronunciation.  However, idiomatic transcription by longstanding writing practice 
is given priority through school education.  Nevertheless, the geographical notation variations in supplementary 
materials of atlases or internet maps is due to a lack of agreement among publishers and websites.  This 
inconsistency of orthographical variants of foreign place names has increased students’ study workload and 
causes major confusion.
Keywords: Japanese notation of foreign place-names, textbook, internet, orthographic variants, language policy
